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第 14号
伊 方 訴 訟 ニユー ス 1974年 10月 14日

伊 方 行 政 訴 訟 を 支 援 す る会
―

「稲 葉 私 案」早 くも破 たん
国側答弁

さる9月 20日 の毎日新日によると ,原子

力委員の稲葉秀三氏は ,こ としの3月 に ,「

昭和 60年に6千万キロフットという現在の

原子力発電計画を続けるべきである」として

発表 した ,いわゆる「稲葉私案」を修正する

必要があるとの意見書を準備しているとのこ

とである。その記事によると ,稲葉氏は ,「

むつ」に象徴される最近の原子力行政の混乱

と原子力発電に対する国民の根強い不信感か

らみて ,現在の原子力開発体制に対する国民

の不信感が解消しない限り ,昭和 60年に目

標の半分 ,3千万キロフットを達成すること

もむずかしい 。と語っている。

また ,原子力委員会に提出する意見書の中

に ,①政府があくまでも現在の目標を実現し

ようとするのなら ,国民から信頼が得られる

ような具体的な対応策をつ くること ,②電力

業界自体も資金を投じて安全研究体制を強化

すること ,①原子力委員会の機能強化など現

在の原子力行政のあり方を根本的に再検討す

ること,な どを盛り込み ,も しこの提案が受

け入れられない場合は ,原子力委員を辞任す

るとの決意も示しているとのことである。

片や「石油危郷  ,片 や住民の根強い反対

運動のはさみ打ちに合った政府や電力に ,青

の 前 提 くず れ る

信号を振 りかざして激励していた当の張本人

だけに ,政府や電力業界は大きなショックを

受けているという。先日発行された ,「公害

研知  (7月 号 )の誌上で ,星野芳郎氏や都

留重人氏に追いつめられて ,原子力発電の必

要性を力説しつ ゝも ,「安全性について勉強

したぃ」とか ,「経済成長と国民の幸福とは

別問題」とか ,かなり苦しげな様子を示して

いた稲葉氏も,「むつ」の醜態にと めゞを刺

され ,がっくりとしたのであろう。この「変

身」によって ,原 子力行政の混乱は ,さ らに

拍車を加えられることであろう。

伊方原発行政訴訟の訴状の中で原告らは ,

つぎのように主張している。「原子力委員会

は ,本件原子炉設置許可申請が出された直後

の昭和 47年 6月 に「原子力開発利用長期計

画」を決定し,わ が国の電力需要は引き続き

増加傾向をたどるものとの予測のもとに ,今

後原子力発電規模は ,昭和 55年度 3200

万KW,60年 度 6000万 KW,65年 度

1億 KW,75年度2億 KW程度になるとの

見解を発表 した。しかしながら ,・・・ ,被

害を地域住民に転嫁することによってなされ

る本件許可処分に象徴的にみられるがごとき

安易な原子力開発は ,必ずや近い将来とり返
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しのつかない重大な災害を広範な国民にもた

らす原因となるであろう」と。

これに対して国側は ,そ の答弁書において ,

つぎのように計画の妥当性を主張してきた。

「わが国においても本格的な原子力発電時代

に入りつ あヽり,…・ .原子力発電は ,0-

既にその地位を確立 しているものである。

…・ ,原子力発電を開発するに当たっては ,

常に安全性の研究が併行して行われ ,安全が

確保できる範囲内で実用化されてきているの

である。・・・ ,昭和 60年度においては ,全

発電設備容量の約四分の一を占める6千万キ

ロフットを原子力発電によってまかなうこと

美浜 1号機が蒸気発生器の細管からの放射

能漏れのため ,7月 14日 に運転を停止して

から ,すでに 3ケ 月が経過している。この間,

9月 7日 には ,森山科学技術庁長官が関西電

力に対 し,蒸気発生器の取りかえも含めた対

策の検討を指示 し,そ の成行きが注目されて

いるが ,そ の後の動きは ,全 く秘密にとざさ

れたま でヽある。先日,地元の福井新聞は ,

関西電力の社長の発言として ,近 く運転を再

開する意向とのスッパ抜き記事をか げヽた。

あわてた国の行政当局や関西電力は ,「あれ

は誤報であり ,運転をどうするかは決ってい

ない。日下 ,慎重に検討中である」と ,打ち

消しの発言を行った。 しかし,マ スコミ筋な

どからの情報によると ,国 ,電力それにメー

カーであるウエスチングハクス社の三者一体

の作戦によって ,運転再開の陰謀が進められ

ていることは確かなようである。

マスコミの記者に対し,美浜発電所長が ,

「蒸気発生器を ,現在のコンパッション・ エ

美 浜 l号 機 の 運 転 強 行 を 画 策

を考え ,そのために必要な施策を講ずること

としているのである」と。

このような前提を信していた原子力委員の

稲葉氏が ,「国民の根強い不信感」というこ

とにかこつけて ,わ が国の原子力発電の先行

きに不信を表明せざるを得なくなったのであ

る。国民と裁判所を欺 くための ,耳 ざわりの

い 作ヽ文の自白しさに ,原子力委員さえ耐え

られなくなったのである。われわれは ,国側・

が答弁書の内容を書き改め ,その当然の帰結

として ,伊方原発の設置許可を取り消すこと

を ,こんごとも強く要求 してゆくであろう。

ンジニアリング社製から ,ク エスチングハク

ス社製 (伊方に予定されているのもこの型 )

に取りかえても,放射能漏れを起さないとは

いえない」とのべていることからも,蒸気発

生器細管の腐食による事故は ,加圧水型の原

子炉を備えた原子力発電所にとって共通の問

題であり,そ れだけに ,この型の原発の主な

メーカーであるクエスチングハクス社にとっ

ては ,の っびきならない問題となっているこ

とであろう。

一方 ,科学技術庁や通産商 ,そ れに関西電

力にとっては ,「むつ」で完全に面目を失っ

ている最中に ,長期間運転を停止したまゝで,

しかも世界ではじめてという,蒸気発生器の

とりかえの難工事をやることが ,彼 らの原発

強行作戦に ,はかり知れない悪影響を与える

ことは確実である。伊方行政訴訟の第 4回公

判 (9月 12日 )の席上の ,国側代理人の態

度にも,そ のことは ,あ りありと示されてい

た。
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追いつめられた行政 ,電力 ,メ ーカーが ,

必死の反撃を企てていたとしても当然であろ

う。美浜における情況は全く秘密にとざされ

ているが ,細管の腐食状況の点検がとっくに

終っている現在 ,「慎重な検討」とい うこと

で ,運転再開の準備が行われていることは疑

いない。クエスチングハクス社が力を入れて

いるという情報から,同社がこれまで主張し

てきた ,タ ービン水 (2次冷却水 )の水質管

理の悪さ ,と いうことに焦点をしぼって ,何

らかの対策をとろうとしているのではないか

と予想される。 10月 20日 すぎに ,悪名高

い ,通産省原発技術顧問会が開かれるとのこ

とであるので ,お そらくそこで運転再開が承

認される見通しが強い。一方 ,福井県知事は

運転再開に抵抗する姿勢を強めているとのこ

とである。住民無視の暴挙を許してはならな

い。

す る会」結成

では ,先 日の総会で ,同 盟として ,伊方訴訟

を支援する会に参加することが承認されまし

た。

以下に ,この二つの支援する会から寄せら

れましたメッセージと報告をお知らせします

が ,こんごとも,このニュースの紙面を ,各

地の運動の連帯と交流の場としてゆきたいと

思っていますので ,ご投稿を期待 しています。

(事務局 )

_⌒ ´
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田万川町の皆さんから

伊方の皆様ヘ

田万川原発建設阻止漁民連絡協議会

(5漁協 1300人 )

会長 若松八郎

皆様′この斗いは苦難に満ちた永い斗いと

なることが予想されますが ,山 口の一角にも

同胞が沢山居ります。どうか ,く ちけること

なく頑張り勝ち抜いて下さることをお祈 り致

し激励のご挨拶と致します。

安全安全と大見栄切った政府と「むつ」の

し

「 伊 方 よ 頑 張 .れ 」
各 地 に「 支援

「むつ」や美浜 1号のぶざまな有様を目の

あたりにして ,原発の強行設置に反対して斗

っている各地の住民は ,守勢から攻勢に転じ

ようとしています。それとともに ,原子力行

政のでたらめさに対して ,長期にわたって斗

い続けてきた伊方の人たちへの連帯感 も,一

そう身近かなものとして受けとめられていま

す。

中国電力が ,第 2号以降の原発設置予定地
タマ

として狙っている山口県田万川町では ,必ら

ず水際で原発を撃退 しようと ,漁業協同組合

を中心に ,町民あげての斗いの体制が作 りあ

げられていっています。その中で ,200人
に近い人たちが ,50円 ,100円 とカンパ

を寄せて ,伊方訴訟を支援する会への参加を

申し出てこられました。

また ,和歌山県に近い二重県の熊野市は ,

中部電力が浜岡につ ぐ原発基地として狙って

いるところですが ,一昨年の 3月 と ,こ とし

の 3月 の 2回 にわたって ,各地区の反対同盟

の結束した力で ,中部電力の事前調査を拒否

する決議を市議会であげさせました。その中
アタシカ

心的な役割を果している新鹿地区の反対同盟
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ざまくれを見よッ′  (M生 )

本年2月 16日 ,御地視察に参り,皆様方

の真剣な斗いぶりを拝見し,スを流した者も

沢山居りました。「同病相憐れむ」のたとえ。

今後とも益 連々帯感を深め頑張りましよう。

正義は必らず勝つ″  (F生 )

伊方は原発反対運動のとりでです。勝負は

あとに続 く我々の成敗 を左右するものです。

力の限 り頑張って下さい。 (0生 )

原発を研究する帰人の会より

同じ善良な国民なのに ,田合であるばかり

に原発とい うこれ程不安なものを背負わされ

そうなとは・・ 0。 昨春 ,当 町に原発問題が起

ってみて ,始めて ,事の深刻さを知りました。

何事も我が身に振りか ヽってみて ,始めて解

る伊方の方達の御苦難です。

頑張って下さい。

熊野市新鹿原発反対同盟よリ

9月 21日 ,三重県熊野市新鹿町の原発反

対同盟の第 4回総決起集会が ,同町公民館で

開かれた。

同夜集った会員は400名。美浜 1号炉の

欠陥や ,原子力船「むつ」騒ぎ(?)な ども

からまった時期の総会だけに ,久米講師の講

演にも熱が入り,聴入る会員にも熱気がみな

ぎっていた。

この大会をもつまでには ,各部落で 10数

回の懇談会がもたれており,そ こでは ,伊方

訴訟をどう支援するかの論議も重ねられてき

ていた。大会当日には ,こ れらの各地区の論

議を踏まえた上で ,「伊方訴訟は ,われわれ

の訴訟である。敵は無限の力をもつ政府であ

る。その敵を相手に ,われわれの訴訟を伊方

だけにまかせておくわけにはゆかない。でき

得る手段と方法で訴訟に参加すべきである」

との役員会の方針が出され ,満場一致で ,支

援する会に入ることを決定。早逮 ,臨席の久

米講師にこのことを伝えた。

なお ,この日決定された方針の中で ,同盟

機関紙には ,毎月 ,伊方通信をのせるように

なった。                   、ノ

会 計 報 告 (′ 74,9/15～ 10/11)

収入

会 費

カ ンパ

前月より繰越

計

支出

ニュース代

為替手数料

郵送料

会場費

コピー代

資料費

事務用品費

計

繰越金

111,300

1,000

100,602

212,902

10,000

1,040

12,240

5,100

5,140

1,040

2,100

し

36,660

176,242
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